生活衛生豆知識№58

食品偽装あれこれ
食品偽装が明るみにでるたびに、消費者の不信不安が広がります。食品偽装で記憶に残る主な事例を原因別に５つに分類し、簡単にまとめました。
期限表示

  山○養鶏　　　2003年

　　冷蔵庫（2℃）保管されていた6月19日採卵の鶏卵（56,000個）を、新鮮な卵と混ぜて12月2日採卵、12月11日賞味期限として、スーパー、生協に出荷。

　石○製菓　　　2007年

北海道土産として有名なクッキーで、賞味期限を張り替え１ヶ月延ばして販売。再発防止がはかられるまでの約３ヶ月間、製造販売停止。

原材料

　全○連　　　　1996年発覚

　　新潟県、宮城県の工場において、生乳にクリーム、脱脂粉乳、水を加えたものを「成分無調整」牛乳と偽って製造販売。企業分割

ミート○―プ　2007年発覚

８年前から豚肉入りひき肉を「牛ミンチ」として出荷。羊肉、鶏肉入りも「牛ミンチ」として出荷。輸入鶏肉を国産鶏肉の袋に入れ替え出荷。倒産
品質

比○鶏販売　　2007年発覚

　卵を産めなくなった鶏の肉を、日本三大地鶏の比内鶏の鶏肉として販売。倒産。

　○明　　　　　2008年発覚

　　規格外の牛肉を、ブランド名の飛騨牛と偽って販売

　三○フーズ　　2008年発覚

　　農林水産省から工業用に用途を限定された事故米を食用に転売した。倒産

原産地

　ユ○サ・フ○ショク　2002年発覚

　　新潟産コシヒカリに千葉県・富山県産コシヒカリを混ぜて販売。産地偽装の合計量が3,000ｔを超えた。（＊新潟魚沼産のコシヒカリの販売量は収穫量の10倍と言われた時代があった）

船場○兆　　　2007年発覚

　　ブランド名の三田産（兵庫県）牛肉が佐賀県及び鹿児島県産だったのが判明。他の商品で期限表示の偽装。倒産
原産国

　カキ業者２社　2002年発覚

　　2001年11月から30都府県で細菌性赤痢が散発発生した。生食用カキを摂食しており、山口産等と表示されていたが韓国産であった。輸入時の赤痢菌の遺伝子パターンと一致した。

○印食品　　　2002年発覚

　　2001年農水省のBSE対策としての国内産牛肉買い取り事業を悪用して、豪州産牛肉を国産牛肉と偽って国内産包装箱に詰め込み、買い取りの不正請求。倒産

　○秀、神○魚類　2007年

中国産ウナギの蒲焼き256ｔを愛知県一色産として販売。倒産

　キャ○イ食品　2008年

　　さといも、にんじん等の野菜冷凍食品について、中国産等の原料を使用していたにもかかわらず「九州産」等として、生協、学校給食等に出荷。倒産
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